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要約	

・ 従来、回復期の心リハはセンター・医療機関ベースが

一般的である。	

・ ソーシャルディスタンシングが感染予防に必要となる

中、従来の心リハを実施するのは困難となっている。	

・ 在宅ベースの心リハのメリットは以下の６つ。	

・ 在宅ベースの心リハでは、患者が来院する必要がな

く、医療機関は COVID-19 を含めた他の患者の治療に専

念できる。	

・ リハビリ中もソーシャルディスタンシングを継続可

能。	

・ 外出自粛により外食する機会も減ることにより自宅で

健康的な食生活を推奨しやすい。	

・ リハビリにより精神・情緒的にも健康維持できる。	

・ 自宅でも心リハを継続することにより禁煙継続を促せ

る。	

・ 在宅ベース心リハでも必要な支援を受けられる。	

最も注目するポイント	

理学療法にどのように役立つか？	

・ 来院困難であっても、心リハを継続する必要性が挙げ

られており、在宅ベースの心リハの重要性が高まって

いる。	

	
 
 


